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　愛媛県生まれ。東京大学農学部を卒業し、東京大
学大学院農学生命科学研究科農業・資源経済学専

攻に学ぶ。2005年に同研究科博士課程を単位取得
退学。博士（農学）。（財）日本農業研究所研究員、法政
大学現代福祉学部専任講師を経て、2009年より現
職。（財）地域活性化センター・地域リーダー養成塾
主任講師、地域振興・人材育成に関するアドバイ
ザー等を歴任。専門分野は、農山村政策論、地域資源
管理論。

　著書/『農山村再生に挑む』（共著：岩波書店）、『現代のむら―むら
論と日本社会の展望』（共著：農山漁村文化協会）、『若者と地域
をつくる』（共著：原書房）など
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総務大臣賞

全国過疎地域自立促進連盟会長賞
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ちょう

）
Iターンの若者たちが受け継ぐ地域文化と新たな地域創造への挑戦
～今、ひとつになりて、行かん～
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「古民家リフォーム塾」移住定住者と地域住民との協働
～みんなでやろまいか！古民家再生～

徳島県
特定非営利活動法人　グリーンバレー（神
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山
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町
ちょう

）
日本の田舎をステキに変える！
サテライトオフィスプロジェクト
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ウィーク実行委員会（西
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）
きてみんね！　～スローライフの雪浦～
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み な

俣
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市
し

）
いっちょ寄ろうかい！
～そこにあるものを活かしたまちづくり～
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 〈図司〉  皆さん、おはようございます。昨日に引き続
きまして、分科会のコーディネートを務めさせてい
ただきます法政大学の図司です。どうぞよろしくお
願いいたします。
　まずは、昨日表彰を受けられました団体の皆様、お
めでとうございます。改めてお祝いを申し上げたい
と思います。
　今回の分科会で優良事例表彰の皆様方にご報告い
ただくわけですが、昨日、シンポジウムでいろいろな
お話が出ましたけれども、学び合うという話が宮口
先生からありました。まさに、この分科会は、先発す
る取り組みから学び、それを皆様方の現場に持ち
帰っていただきながら、その要素から何かを学び
取っていただければと思います。
　今日は 5 団体の方々にお話をいただきます。何分、
時間が限られておりますので、コンパクトにお話を
いただくようにお願いをいたしました。おそらく、ご
報告いただく皆様方は、たぶん、話し足りないという
ところがあると思いますし、お聞きいただいている
皆様方からも聞き足りないぞということがあると思
いますので、足りない部分はそれぞれの現場に、ぜ
ひ、足を運んでいただいて、直接じっくり現場で交流
していただきながら、さらにそれぞれの地域の活動
が前進するようにご活用いただければと思います。
そういう意味では、限られた時間ですけれども、ぜ
ひ、この分科会でとっかかりを皆様方と一緒につく
れればいいなと思っていますので、どうぞよろしく
お願いいたします。
　それでは、それぞれの事例のご報告をいただこう
と思います。よろしくお願いします。
　最初に、愛知県東栄町の特定非営利活動法人てほ
への副理事長、大脇さんからＩターンの若者たちが
受け継ぐ地域文化と新たな地域創造への挑戦、「今、

ひとつになりて、行かん」という内容でご報告いただ
こうと思います。よろしくお願いします。

愛知県東栄町｜特定非営利活動法人 てほへ

Iターンの若者たちが受け継ぐ地域文化と新たな
地域創造への挑戦  ～今、ひとつになりて、行かん～

理事長　伊藤　静男　　副理事長　大脇　聡

 〈大脇〉  皆様おはようございます。今、ご紹介いただ
きましたＮＰＯ法人てほへの副理事長をしています
大脇と申します。今日は短い時間ですけれども、なる
べく皆さんに伝わるようにお話できればと思いま
す。よろしくお願いします。
　私は、今日はＮＰＯ法人てほへの副理事長という
立場でお話するんですけれども、実は現在このＮＰ
Ｏの母体である「志多ら」という、愛知県を拠点にし
て活動していますプロの和太鼓チームで私はプロ
デューサーをしています。 3 年前までは舞台に立っ
て演奏していて、そういう立場で今回このＮＰＯ法
人を立ち上げました。
　まず、紹介のＤＶＤがありますので、少し見ていた
だきたいと思います。

― ＤＶＤ上映 ―

　ありがとうございます。
　今、見ていただいたのが、ざっくりしたＮＰＯ法人
の活動です。今日のお話は、どうしてこういうＮＰＯ
の活動を和太鼓集団がし始めたのかについて少しお
話できればと思います。
　Ｉターンの若者たちが受け継ぐ地域文化と新たな
地域創造への挑戦ということですが、私たち和太鼓
集団は、今、「蒼の大地」という全国ツアーを行ってい
ます。そのサブタイトルにもなっています「今、ひと
つになりて、行かん」は、いろんな思いを込めてこう
いうタイトルにいたしました。
　愛知県の東栄町というのは、愛知県の一番東の端
に位置します。現在、3,757名ぐらいの町民の方がお
いでです。私たちが住みついた東薗目集落というの
は36世帯79名という人口で、ほとんどがお年寄りで
す。それから、さっきもＶＴＲで出てきましたが、「花
祭り」というお祭りが、今なお11か所の集落にそれぞ
れ受け継がれて、芸能の宝庫のような町です。
　私たち、この東栄町に住みついたのは、今から25年
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前になります。25年前に、私たちが今暮らして拠点
にしている東栄町の東薗目小学校という、映像に出
ている、この小さな学校をたまたま縁あって紹介し
ていただきました。街場のほうでプロとして結成し
てすぐ、ご縁があって学校を使ったらどうかという
ことで移住をしました。最初から地域おこしをしよ
うというような思いでこの地域に入ったわけではな
くて、街場では私たちがプロの活動として一日中太
鼓の音を鳴らすことはできませんが、山の中なら大
丈夫じゃないかということで、ご縁があって移り住
むことになりました。
　移り住んですぐに、集落に700年以上続いているお
祭りがあるということで、村の方から、毎日太鼓をた
たいているなら、ぜひお祭りを手伝ってくれという
ふうに声をかけていただきまして、700年も続く伝
統的なお祭りの中に、Ｉターンである我々がかかわ
らせていただくきっかけとなりました。芸能集団で
すので、この花祭りをモチーフにした舞台の作品を
つくりましたところ、演目に「志多ら舞」と当時の区
長さんが名づけてくださいました。それを1995年の
2 年目の花祭りで初めて奉納しました。これが、昨年
の映像になります。そういう伝統の中にＩターンの
我々が入って、お祭りをやらせていただけるように
なってきました。
　そのように私たちが花祭りに深くかかわって活動
していく中で、特に東栄町の花祭りというのは郷土
に根づく芸能なので、イコール、生活、郷土で生きる、
そこで暮らすということが、祭りをするということ
と本当に切っても切れない、イコールなんじゃない
かということに気づきます。祭りは、自然と人が調和
をとりながら生きていくためにすごく大切なもので
す。単に舞の所作などだけを伝えているのではなく
て、そういう中で、生きる知恵とかいろんなものを子
供たちに受け継いでいる、そういう大切なものであ
ることを実感しています。祭りに対する思いが地域
の誇りになって、東栄町の人たちはすごく誇りを
持って生きているというのを実感して、僕たちもそ
ういう思いを受け継いでいきたいなということで活
動してきました。
　和太鼓集団「志多ら」が目指す音楽観は、ここにあ
るように「人を結び、命奏でて、伝統を舞う」で、この
キャッチコピーのもと活動しています。土地に根差
した音楽こそ心を動かす力がある、本物の音を生み
出していきたい、そういうことで25年前からスター
トして、奥三河というところに拠点を置きながら舞
台作品をつくってきました。

　そういう中で、家族ができたり結婚したりします。
うちの代表は女性ですけれども地域の方のところに
お嫁に行っています。メンバーの 2 人が地域の方と
結婚しました。私はメンバー同士で結婚したんです
けれども、子供が生まれて、子供が地域の中へ入って
いく。そういう中で、自分たちの芸能活動の世界だけ
ではなくて、地域のいろんな問題が見えてきたり、い
ろんなことに気づき始めました。過疎、高齢化が進ん
でいるということはよく言われているんですけれど
も、そういう中で、本当に祭りを受け継いでいけるの
かな、来年やれるのかなというようなことを肌に感
じるようになって、そういうところに私たち芸能集
団が何か貢献できないか、そういう思いでいました。
　結成して20年経ったときに、そういう思いを座内
の若いメンバーで話し合いながら、どういう形で地
域貢献ができるんだろうかということで考えたの
が、このＮＰＯ法人です。
　これは、うちの志多らの全国にいるファンの方か
らなるファンクラブをＮＰＯ法人化したものです。
なぜかというと、外の人にも、自分たち志多らがつく
る音楽が元気な地域で生まれ、そういう音楽、また地
域に人々が目を向けていただいたり、足を運んでも
らったり、お祭りに来ていただく。定住というのは、
その先にあるのではないかなと思っています。遠い
ようで一番の近道は、こつこつそういう活動をして
いくことかなと思います。
　先ほどの「のき山放送局」、これは情報発信事業で
す。それから、廃校を利用した「のき山学校プロジェ
クト」「蒼の森ふるさと暮らし塾」とか、便利屋をした
りしています。今はＮＰＯのスタッフもいますので、
ＮＰＯのスタッフはそういうところで収入を得なが
ら生きています。いろんな課題があると思うんです
が、私たちとしては、本当に地域の子供たちに誇りを
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持って大人になってもらって、またふるさとに帰っ
て来てほしいと思いますし、そういう場所をつくれ
るように活動を続けます。志多らはもともと自分た
ちが職業、なりわいをするために奥三河に拠点を構
えたんですけれども、昨日のお話ではないですが、第
2 、第 3 の起業をし、そこで仕事を、なりわいをつく
るぐらいの覚悟を持って来る若者が増えるといいな
と思っています。そういうサポートをこのＮＰＯ法
人でもしていきたいと思っています。そういうとこ
ろが主な私たちの活動です。
　また後でお話する時間があると思いますので、そ
のときにお話させていただきます。
　ありがとうございました。

 〈図司〉  大脇さん、どうもありがとうございました。
　私も東栄町のほうに現場にお伺いさせていただき
ましたけれども、昨日、事例表彰のときに表彰をお受
けになったのは、前に座られている理事長の伊藤さ
んですね。伊藤さんは地元の方なんですね。副理事長
の大脇さんは外から来た方ですね。まさにこのよう
な顔ぶれが示しているように、地元の皆さんと志多
らを通じて入ってきた大脇さんのような方が一緒に
組んでいるというのは、この取り組みを象徴すると
ころだと思います。
　何より、伝統文化や伝統芸能の根っこにある誇り
とか、地域に根差している形をどういうふうにうま
く伝えていくのかはなかなか難しくて、ご苦労され
ているところは多いと思いますが、その文化をわか
りやすくうまく「見える化」させながら交流につなげ
ていって、この先の地域のことを考えていこうと一
歩一歩進んでいるありさまが、先ほどのビデオとか
スライドの中で語られていたのではないかと思います。
　大脇さん、どうもありがとうございました。前に写

していただいているスライドは、今日お配りしてい
る分科会資料のほうに同じものが入っておりますの
で、見えにくいところはお手元の資料のほうでぜひ
ご確認ください。
　それでは、2 番目の事例発表に移りたいと思います。
　同じく総務大臣賞を受賞されました、特定非営利
活動法人グリーンバレーの理事長の大南さんから

「日本の田舎をステキに変える！ サテライトオフィ
スプロジェクト」ということでご報告いただきます。
よろしくお願いします。

徳島県神山町｜特定非営利活動法人 グリーンバレー

日本の田舎をステキに変える！
サテライトオフィスプロジェクト

理事長　大南　信也

　
 〈大南〉  皆さん、おはようございます。徳島県の神山
町から参りました。
　グリーンバレーが、今、何をやっているのかを一言
で表すと、神山町で育った子供たちに、仕事がないか
ら古里に帰って来られないとは言わせないようにし
ようということです。そのひとつが、サテライトオ
フィスという働き方です。神山でもこんな働き方が
できるということを見せることによって、今までは
都会に出ていくのが普通だったんだけれども、神山
に帰って来られるような状況を作り、それによって、
地域における世代間の循環を取り戻していこうとい
うことです。
　でも、日本の田舎において、世代間の循環は非常に
か細い状態になっており、これだけで地域を持続さ
せるのは難しいと思います。そこで、移住者を迎え入
れる必要がありますが、仕事の問題が頭をもたげて
きます。自分たちの町には雇用がない、仕事がないか
ら移住者を迎え入れられない。そこで発想を転換し、
じゃあ、雇用がないのであれば、仕事を持った人に移
住してきてもらえれば、この問題は解決するのでは
ないかと考えました。これが、「ワーク・イン・レジ
デンス」という手法です。
　今日は、この 2 つについて少しお話をしたいと思
います。
　神山町が、今、全国的に少し注目をされているの
は、 2 つの異変が過疎の町に起こったからだと思い
ます。
　ひとつは、2011年度の社会動態人口が、神山町の
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歴史が始まって以来初めて、転入者が転出者を上
回ってプラス12人になったということです。もうひ
とつは、2010年の10月以降、ＩＴベンチャー企業な
ど10社がサテライトオフィスを設置したり、神山町
に本社機能を移転する会社が出てきたりしていま
す。こうした現象が過疎の町で起こるケースは稀だ
ということなのでしょう。
　何が引き金になったのでしょうか。1999年に始め
た「神山アーティスト・イン・レジデンス」という
アートプログラムです。毎年、外国人 2 名と日本人 1
名のアーティストを神山に招へいし、その人たちが
作品を制作します。そのサポートを地域住民の手で
やっていくプログラムです。
　アートによるまちづくりは、今、全国でブームに
なっています。その際、 2 つの手法があるように思
います。ひとつはほとんどの自治体が採用する方法
で、観光客をターゲットにするモデルです。観光客を
呼び込もうと思えば、有名なアーティストに作品を
つくってもらう必要があります。ところが、神山町の
プログラムは、資金が潤沢にありません。そのため
に、有名な人を呼ぶことは困難です。さらに、地域住
民の発案で始めたプログラムなので、組織の中に専
門家がいません。つまり、自分たちの力でアートを高
めることは不可能です。でもアートは高められなく
ても、アーティストは高められるのではないかとい
う発想に立ちます。
　そこで、制作のために訪れるアーティストにター
ゲットを当てます。欧米のアーティストたちから、

「日本に制作に行くんだったら神山だよね」と呼ばれ
るような場所をつくろうということになりました。
そのために、神山の場の価値を高めることに注力し
ていきます。
　このプログラムを 7 年、 8 年間続けた後に、この

アーティストたちへの制作滞在支援をビジネスに転
換できないかという方向を模索し始めます。ビジネ
ス展開を目指すには、しっかりとした情報発信の仕
組みが不可欠です。そこで、総務省から補助金をいた
だき、「イン神山」というウェブサイトをつくりまし
た。当然、アートからビジネスを興していこうという
ことで、アート関連記事の充実を図りました。しか
し、いざ、このサイトが公開されると意外なことが起
こります。一番よく読まれるのが、アート関連記事で
はなくて、「神山で暮らす」という神山の古民家情報
だったわけです。そこから、ほとんどＩターン者がい
なかった神山に、移住需要の顕在化が起こってきま
した。
　神山町の移住支援で特徴的なものに「ワーク・イ
ン・レジデンス」があります。冒頭で申し上げたよう
に、地域に仕事がないのであれば、仕事を持った人に
移住してきてもらえれば、この問題が解決できるの
ではないかと考えました。そこで、空き家をツール
に、町の将来にとって必要と思われるような働き手
や起業家をピンポイントで逆指名し始めました。例
えば、神山には石窯で焼くパン屋さんはありません。
そういうパン屋さんができれば町の人も買えるし、
第一楽しいですよね。そこで、この物件は、パン屋さ
んをオープンする人だけに貸し出しますという風
に、入口を絞ってしまいます。また、インターネット
の時代を迎えているのに、神山にはウェブのデザイ
ナーがいない。だから、この物件はウェブデザイナー
さんだけに貸し出しますよという感じでマッチング
を進めていきます。
　普通の移住では、移住者が結果的にその人が何々
をする人だったということがほとんどです。でも、事
前に職種を特定できることによって、町をデザイン
できることになります。
　例えば、神山町の上角商店街では1955年当時、38
の商店が店を開いていました。ところが、この「ワー
ク・イン・レジデンス」を始める前の2008年には、わ
ずか 6 軒まで商店が減っていました。この商店街の
空き店舗を「ワーク・イン・レジデンス」で移住して
きた起業者で埋めていきます。つまり、「ワーク・イ
ン・レジデンス」を商店街に適用すれば、移住と起業
と商店街再生を同時に解決できる可能性を持ってい
るということです。そこで、2010年、グリーンバレー
が商店街で空き店舗の改修を始めます。長屋の一角
をオフィス兼住居に変える「オフィス・イン神山」と
いう事業を始めました。この改修工事の過程で、サテ
ライトオフィスが誕生しました。
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　改修に関わってくれていた建築家と、神山に初め
てサテライトオフィスを置いたＩＴベンチャーＳａ
ｎｓａｎの社長が大学の同期でした。社長は前職の
三井物産の社員時代に、シリコンバレーでの滞在経
験があり、その時に現地でのテレワークの実態をつ
ぶさに観察していました。そして、2007年 6 月、働き
方を革新するというミッションを掲げて、Ｓａｎｓ
ａｎを起業します。友達の建築家から神山の話を聞
いた社長は、自分がシリコンバレー以来ずっと探し
ていた場所に違いないと町にやって来て、即決で進
出を決定し、神山におけるサテライトオフィスの端
緒が開かれました。その後、サテライトオフィスや自
然の中で伸び伸びと仕事をする社員の姿がＮＨＫの
ニュースで報道されると、日本にもこんな場所が
あったんだと、東京のＩＴ関係者に衝撃を与えました。
　最初は開発チームの人員が派遣されてきました
が、最近では、オンライン営業まで神山で成立させて
います。もし仮に、営業が神山のような、あるいは長
崎の離島とか半島のようなところでできるというこ
とになれば、確実に日本の地方や田舎が変わってい
くと思います。
　プラットイーズという会社は2012年 4 月に進出を
決定。2013年 1 月からオフィスとなる古民家の改修
工事を進めていき、7 月 1 日、新しいオフィスをオー
プンさせました。新規雇用も生み出しています。町内
から 6 名、県内から12名の若者がここで働いていま
す。また元農機具小屋はサーバー棟として生まれ変
わり、土蔵もオフィスとして改修されています。さら
に、この会社は、アーカイブ棟を建設する予定です。
ここでは、 4 Ｋ 8 Ｋと呼ばれている次世代のハイビ
ジョン放送の実証実験の場となります。今後神山は
4 Ｋ 8 Ｋの場として、マスコミに登場するのではな
いかと思われます。
　プラットイーズがサテライトオフィスを構えるこ
の付近には、 3 年前、約12の空き家や空き店舗があ
りました。そこにオフィスが生まれたり、クリエー
ターが移り住んだりしています。例えばビストロが
11月に完成します。鎌倉からのサテライトオフィス
もあります。映像作家や映画の予告屋さんが引っ越
してきました。年度内にはグーグルで働いている若
者夫婦がオフィスを開設します。演出家のオフィス
もできる予定です。商店街にオフィスや人を集積す
ることによって、人の流れを取り戻し、最終的に商店
街の再生につなげていきたいと思っています。さら
に、ＮＨＫの大河ドラマ「八重の桜」の、冒頭のタイト
ルバックを制作された菱

ひ し

川
か わ

勢
せ い

一
い ち

さんも神山にオフィ

スを置いていて、11月ごろから本格的に始動する予
定となっています。
　さて、まとめに入ります。グリーンバレーが今まで
何をやってきたのかという話です。1999年にアート
を導入しました。全くアートの素地のなかった場所
です。あんなことやっても何もならんのにと地域の
人たちは冷たい目で見ていました。ところが、何もな
らんと思うようなことでも、 5 年、10年、15年と続
けることでひとつの価値を生みます。そして、地域の
魅力が向上し、それにともなって必ず創造性を持っ
た人が集まり始めます。この連鎖と循環、つまり人が
人を呼ぶという現象を起こしています。
　それとともに、旧住民と新住民の間で、知恵と経験
の融合が確実に起こっています。こうしたことから
地域づくりを見てみると、そこに何があるかという
よりは、そこにどんな人が集まるかが重要になりま
す。人が集まることによって、何かが生まれてくるの
ではないかと思います。

　もう一方で、創造的過疎という考え方によって、ま
ちづくりを進めています。例えば、現在から未来を眺
めると、未来はぼんやりしています。特に、過疎の未
来はより一層ぼんやりとしています。原因は過疎の
問題を情緒的に捉えられる傾向があるからではない
でしょうか。そこで必要となるのは、過疎の数値化だ
と思います。過疎を数値化することによって、未来を
もう少しくっきりと浮かび上がらせ、そこから逆算
して現在に降ろしてきて、いろんな政策を打ってい
けば、創造的な過疎、つまりコントロールの効いた過
疎が実現できるはずです。創造的過疎の基本は、過疎
を止めるという考え方は止め、受け入れましょうと
いうことです。人口という数だけに着目せずに、人口
構成とか働く人たちの職種の多様化によって持続で
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きる地域をつくろうというものです。
　ひとつ例を挙げます。神山町の年少人口の将来推
計について考えてみます。現在神山町には、433人の
年少人口がいて、2035年には187人になります。しか
し、年少人口という塊はひとつのイメージとして捉
えることが難しいので、15で割って、 1 学年当たり
の生徒数を算出します。そうすると、現在 1 学年28.9
人いる子供たちが、2035年には12.5人になることが
分かります。そこで、神山町の皆さん、これでいいで
すかと。もう少し頑張ってみましょう。例えば、2035
年に 1 学年20人の神山をつくるという目標を掲げま
す。ここで、親子 4 人で構成されるモデルの子育て世
帯を設定します。そして、モデル世帯の移住を毎年何
世帯実現すれば目標が達成できるかを算出します。
答えは 5 世帯20名。目標が明確になります。その結
果、これに対してどうすればいいのかが、より明確に
なります。この人たちが住むための住居が 5 戸必要
だとか、その人たちがやる仕事が必要になるとかで
す。こうして問題点をかみ砕くことによって、解決法
を見え易くすることが可能になります。
　さて、最後のスライドに移ります。「ぼくのわたし
の好きな場所」です。皆さんにも好きな場所があると
思います。でも、好きな場所を好きなまま置いておい
ても何も変化はありません。何をやればいいでしょ
うか。今日は、長崎県の方がたくさんおいでなので、
好きな長崎を素敵な長崎に変えてみませんか。難し
そうですが、案外簡単です。「すてき」の中にも「すき」
が含まれています。では「すき」に何を加えたら「すて
き」になるでしょう。「て（手）」です。手を加えるとい
うことは、皆さん方がアクションを起こすというこ
とです。
　皆さんの好きなこの長崎が、もっともっと素敵な
長崎になりますことをお祈りをいたしまして、私の
事例発表を終わりたいと思います。
　どうもありがとうございました。

 〈図司〉  大南さん、ありがとうございました。
　神山の事例はメディアに取り上げられる機会が多
くなってきていますので、ご覧になった方もいらっ
しゃるかと思います。今の大南さんのお話を伺うと、
ＩＴというデジタルなところがとかく注目されがち
ですけれども、かなりそのベースにアナログという
んでしょうか、人づき合いのかなりウェットなとこ
ろが確実にあって、その上の到達点がＩＴベン
チャーの今のサテライトオフィスになっているのだ
というところに非常に感銘を受けます。あまり表層

的に見てしまうと誤解をしてしまうような、そうい
う神山のすごみをお話いただけたのではないかと思
います。
　どうもありがとうございます。
　 3 番目の事例発表に移りたいと思います。ここか
らは、全国過疎地域自立促進連盟会長賞を受けられ
た団体の皆さんに発表をいただこうと思います。そ
れではお願いします。

岐阜県恵那市｜特定非営利活動法人 奥矢作森林塾

「古民家リフォーム塾」移住定住者と地域住民との
協働  ～みんなでやろまいか！古民家再生～

理事長　大島　光利

　　
 〈大島〉  皆さん、おはようございます。岐阜から参り
ました、ＮＰＯ法人 奥矢作森林塾の大島と申しま
す。
　それでは、早速発表に入りたいと思います。
　私のところは、古民家リフォーム塾と言いまして、
古民家を再生して皆様方に住んでいただこうという
取り組みをやっております。とにかく「みんなでやろ
まいか！」と、これがキャッチフレーズでございま
す。「みんなでやろまいか！」というのは、皆様と一緒
にやろうじゃないかという意味です。
　私の住んでいるところは、岐阜県恵那市の一番南
の端でございまして、愛知県豊田市との県境にあり
ます。そんな中、平成12年に、この矢作ダムというダ
ムに、 3 万5,000立方メートルという大量の流木が
流れ込んだわけなんです。この災害をもとといたし
まして、私どもの森林塾が始まったわけです。これ
が、昭和42年に廃校になりました串原小中学校なん
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ですけれども、ここを拠点として現在仕事をしてお
ります。
　私どもの沿革でございますが、時間がございませ
んので、18年の 9 月にＮＰＯ法人を発足させて現在
に至っているということで、皆様方のお手元の資料
を読んでいただければと思います。
　まずは山林を再生しないと大きな災害はおさまら
ないということで、山林再生のために、まずは、山で
働く人をつくろうじゃないかということで、チェー
ンソー講習を毎年行っております。そして山に入り
まして、まず、山林健康診断を行います。この山林を
どういう山林にしようかということなんです。建築
資材をつくる山林、それから100年後を見据える山林
というのはつくり方が違いますので、その山林の役
割によって、どういう山林をつくるのかという研修
をここで行います。間伐材を利用いたしまして公園
整備なども行っております。間伐材でテーブルやベ
ンチをつくりまして各公園に設置をしています。
　そんな中、この矢作ダムへ流れ込む流木を何とか
資源化しようということになりまして、まず、日本一
の窯をつくりました。一度に60立方メートル炭化で
きる、奥行きが10メートル、幅 3 メートル、高さ 2
メートルという大きな窯です。ここで流れ込む流木
を全て資源化しております。雑木もかなり流れ込ん
できますので、それは、普通の昔からの燃料炭として
利用する。そのための小さな200リットルの窯につき
ましては、研修窯として利用しています。これは、研
修風景なんですけれども、小中学生の体験、こちら
は、高校生、大学生の研究です。
　大窯でできました流木炭を、どういう形で利用し
ているかと申しますと、水質浄化のために流木を布
団かごというネットに入れまして河川に沈めており
ます。これによって水質浄化を行っております。そし
て、小中学生とタイアップして、蛍、カワニナを養殖
して、この水質浄化された河川に放流をして、蛍祭り
なんかで楽しんでおります。
　本題に入りますけれども、移住定住促進について
は、交流から移住につないでおります。最初に、基地
局をつくろうじゃないかということで、これが改修
前の家なんですけれども、リフォームによりまして
このような形にして、ここを基地として行っており
ます。「田舎暮らし体験館 結

ゆ い

の炭
す み

家
か

」ということで、
私どもは、この「結」という言葉を非常に大事にして
おります。昔から、田植なんかであっても、田植に
行って、また労力で返していただくという「結」とい
う言葉を非常に大事にしまして、このリフォーム塾

を行っております。
　これがリフォーム塾の沿革でございますけれど
も、これも冊子の中に載っておりますので読んでい
ただければと思います。
　こんな中で、まず地元の大工さん、そして左官屋さ
んなどに講師をお願いいたしまして、まず、道具のつ
くり方から研修を行います。全国から来ていただく
んですけれども、だいたい、東につきましては千葉の
あたりから来ていただいております。西は大阪あた
りからで、 1 回につき平均で17 ～ 18名ぐらいがい
らしています。ほとんどの方が、私ども串原に家を
買って、このような形でリフォームを行いたいと希
望されております。
　これがリフォームの状態です、ほとんどの家は柱
だけにしてしまいます。柱だけにして、レベルをとり
まして組み上げていきます。まちの方は、田舎の家に
はいろりが欲しいとおっしゃるので、ほとんどの家
にいろり、火窯をつくっております。壁なんかもほと
んど自分たちで塗ります。壁塗り、上塗り、下塗りと
いうことで、まず現在使われている新建材を全て取
り外します。そして、この家ができた150年前、そして
200年前の家に戻そうじゃないかということで、下塗
りをして、上塗りをして、きちんとした昔の古民家に
戻しています。
　移住者の方は地元の方と交流を行われます。まち
から見えた方たちは、おいしい無農薬の野菜が食べ
たいということで、援農隊によりまして、リフォーム
塾生の皆さんに野菜のつくり方や、米のつくり方な
んかの支援をしております。
　移住者の方々が来ていただいてリフォーム技術を
学ぶというのは、ほとんどの方が自分で自分の家を
つくりたいということでございますので、まずは地
元の大工さんにお願いをして、リフォーム技術を
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習っていただく。このリフォーム塾というのは、リ
フォーム塾生さんと地元の住民さんの交流の場にな
ります。ここが一番大事なことでございまして、ま
ず、地元に受け入れていただくということです。私ど
もの串原というところは、よそから来た者をよそ者
として扱うところではございません。ほとんどの住
民の皆様がウェルカムな地域なんです。ですから、ま
ちから来ていただいて、自分で自分の家を直してい
ただいて、そして、住民と一緒にみんなで地域をつ
くっていくというのが、このリフォーム塾の趣旨です。
　そんな中で、交流事業にも多く取り組んでおりま
す。月に一度程度、「里山体験イベント」を開催してお
ります。そして、毎月第 2 日曜日につきましては、「里
山ぼらんてぃあ」ということで、お弁当を持って他県
から来ていただいて、 1 日ボランティアをしていた
だく日です。婚活も行っておりまして、男女交流事
業、それから、リフォームの開催は全10回行っており
ます。そして、地域の皆さんに、私どもの事業を報告
するための機関紙「山

や ま

結
ゆ い

人
び と

」を発行しております。
　これは、里山ボランティアの「へぼ飯」つくりです。
まあ、へぼといって皆さんご存じないとかと思いま
すが、学名クロスズメバチといって土の中に巣をつ
くる蜂で、私たちの地域では非常に多くの方が飼っ
ています。
　わらなどを利用した草履つくりというイベントも
やっております。
　それから第 2 日曜日の「里山ぼらんてぃあ」につき
ましては、皆さんに来ていただいて、Ｕ字溝の設置
や、石垣の設置、草刈りの応援、春は桜の苗の植えつ
けなど、困っている方の応援をしていただいており
ます。
　「縁

え ん

会
か い

」という名前をつけておりますけれども、こ
れは婚活です。田舎に来ていただいて、「ごっつぉ」と
言われる五平餅なんかをつくりながら、 1 日ゆっく
りしていただくという事業を行っております。
　これは、移住者の方に串原地域に来ていただいて、
新築をしていただいたところです。この新築につき
ましても、私たちがこの山を切って建てる際の開発
許可なんかも全部応援いたしまして、それで、新築を
していただいております。
　今後の課題をここに 3 つ挙げております。
　都市・農村交流活動のＰＲとか、地域と都市のか
け橋になる私たちの体制を強化していくとか、若者
の自立支援は、田舎に来ていただいて、若者が自立で
きるように起業する支援をしていただくということ
です。簡単なご説明をいたしましたけれども、ぜひ、

岐阜県の恵那市へ来ていただきまして、私どもの活
動を見ていただければたいへんありがたいなと思い
ます。皆様のお越しをお待ちしております。
　ありがとうございました。

 〈図司〉  奥矢作森林塾理事長の大島さんからご報告
いただきました。ありがとうございました。
　キーワードはリフォームですかね。先ほどのてほ
へさんの話とつながるかもしれませんが、リフォー
ムが、地域の技術のようなものをつなぐひとつの
きっかけをつくったりしていますね。そうでなけれ
ばたぶん全然違う展開になっていたのではないかと
思います。後でまたお話を伺わせてください。

 〈大島〉  リフォームにつきましては、後ほどお話を
する機会がありましたらお話したいと思います。

 〈図司〉  それでは、事例発表の 4 番目に移りたいと
思います。
　続きまして、全国過疎地域自立促進連盟会長賞を
受賞されました、地元の西海市の雪浦ウィーク実行
委員会の発案者である渡辺さんからご報告いただき
ます。「きてみんね！ ～スローライフの雪浦～」とい
うことでご報告をいただきます。よろしくお願いし
ます。

長崎県西海市｜雪浦ウィーク実行委員会

きてみんね！  ～スローライフの雪浦～

委員　渡辺　督郎

 〈渡辺〉  皆さん、こんにちは。雪浦ウィーク発案発起
人、言いだしっぺということで、雪浦ウィークを代表
しましてプレゼンをすることになりました。よろし
くお願いします。
　それでは、雪浦ウィークの概要についてお話します。
　1999年以来、今年で15回目を迎えました。開催日
は、ゴールデンウィークの 4 日間です。雪浦地域は人
口1,300人ぐらいですが、そこに 1 万人を超える人々
が訪れるイベントに育ちました。地域回遊型のまち
歩きイベントの先駆けと言われております。スロー
ライフをテーマとして、雪浦地域全体を会場とする
テーマパークに育ってきました。新たな出会いの広
がりや年間を通したお付き合いも生まれています。
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　雪浦ウィークの背景ですが、ここに、半よそ者とあ
ります。リサイクルマンだとか、郷土史家だとか、手
づくりハムだとかをやっているＵターン者です。よ
そ者、いわゆる移住者には、陶芸家だったり、画家
だったり、音楽家だったり、これまたいろんな人たち
がいます。これは、最初からいたわけではなくて、私
が仕掛けたイベントを通して、人が人を呼ぶ的なと
ころで集まってきました。地元にも、お酢屋さんが
あったり、造園業屋さんがあったり、農産加工所が
あったり、商店があり、音楽家あり、趣味のサークル
があったりと、素材としては豊かな自然、郷土料理、
郷土史等があって、この真ん中の半よそ者が、よそ
者、移住者と地元の人たちのちょうど接着剤的な役
割を果たしてきたと思います。取り巻く地元の雪浦
地域の人たちの寛容性というのもひとつの大きな要
素となっております。

　雪浦ウィークのきっかけなんですけれども、先ほ
ども話しました、半よそ者、よそ者、そして地元が一
緒になって取り組めるイベントを探っておりまし
た。一堂に会するような産業祭的なイベントではな
く、個性がいっぱいそろっておりますので、それぞれ
がそれぞれの場所で、それぞれのやり方で行うイベ
ント、ただ、物を売るだけではない、ゆっくり交流の
できるイベントを目指しました。そして、 1 週間丸
ごと雪浦を開放する意味で「雪浦ウィーク」と名づけ
ました。
　これが最初のマップです。訪れる人たちはこの
マップを片手に好きなところを気の向くままに訪れ
てもらいます。このマップは、仲間である画家のタナ
カタケシ氏が毎年作成しています。1999年の最初の
マップは一色刷りで、役場の印刷機をお借りしまし
て、こっそり印刷していました。出店の店舗も13軒で

した。2005年にはカラーになりまして、業者で印刷
してもらうことになります。これが、その裏側です。
ここに、その年その年のテーマを書いていまして、こ
れが今年のマップです。このマップを15枚並べると、
それだけでタナカタケシの作品になっています。今
年のテーマは「雪の浦 あったか語らい おもてな
し」。東京オリンピックでも、おもてなしがキーワー
ドになっていますが、ウィークのほうも、「おもてな
し」と今年はつけました。
　次に、雪浦ウィークの運営ですけれども、行政に頼
らず、住民みずから自主運営で行っております。当初
13店舗から、今では30店舗が参加しております。販売
する人ばかりではありませんので、参加費を2,000円
と売り上げの 5 ％を運営資金としております。企画、
準備、広報、看板立て等、全て会員全員で行っています。
　この雪浦ウィークを支えてくれているのが雪浦
ウィークの応援隊です。学生、地域住民、行政職員、そ
して多くのボランティアが参加してくれています。
本部案内所での案内、街角での道先案内人、駐車場、
横断歩道での交通整理等ですね。それから新聞、ラジ
オ、テレビ、雑誌等のメディアがよく取材をしてくれ
ています。何もしなくても、広報費を使わなくても広
報してもらえるという状況になってきました。それ
から、地元音楽家と書いていますのは、地元内外の音
楽家がライブ演奏に来てくれております。雪浦小学
校は学習の一環として取り入れてくれるようになっ
ています。歌や楽器の演奏、そしてスタンプラリーも
子供たちが企画して参加するイベントになっていま
す。また、学生って書いてますけれども、長崎大学の
ゼミも参加してくれております。
　これは、ボランティアの皆さんにお礼として贈っ
ている地域通貨券ですが、これも先ほどのタナカタ
ケシさんのデザインです。
　これまで15年続いているんですけれども、どうし
てここまで続けてこられているかというと、終わっ
てみんなで反省会をするんですが、そのときに出る
言葉が、来年はこうしないといけない、ああしないと
いけないという、そういうコメントばかりで、「きつ
かけん終わろう」というコメントが出てなくて、それ
が、本当に続いてきている理由だと思います。それ
と、これはマップの裏側にも書いているんですけれ
ども、雪浦ウィークは、皆、こういうこだわりを持っ
てやっています。
“雪浦をこよなく愛し、ここに暮らし、またここで活
動する人々によって行われます。海山川にめぐまれ
た自然豊かな雪浦を多くの人々に紹介し、雪浦での
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暮らし、生産、創作、趣味の場を開放することによっ
て、訪れる側、迎える側、双方が共に楽しめる、顔の見
える交流をする催しです。”
ということでやっております。
　それでは、うちの地元のバンドですけれども、ライ
ブ演奏をこれからお聞きいただきます。バンド名

「ゆっくらし」という、事務局長の川添成行さん率い
るバンドの演奏で、川添さんがつくった雪浦にちな
んだオリジナル曲、「川辺をあるけば」「雪浦ロマン
ス」「秋祭り」「炭焼きの日々」「私のアイガモ君」をメ
ドレーで聞きながら、スライドをご覧いただきます。
雪浦の雰囲気を味わっていただければと思います。

― バンド演奏、スライド上映 ―

　ご清聴どうもありがとうございました。

 〈図司〉  渡辺さん、演奏をしていただいた皆さん、あ
りがとうございました。
　雪浦ウィーク、この後、現場のほうを歩かせていた
だきますけれども、実はこんな感じでやられている
という様子をスライドでご覧いただくことができま
した。
　雪浦のふだんの暮らしのところにお邪魔させてい
ただくというんでしょうか、そういう 1 週間なんだ
なというのが、スライドから伝わってきたような気
がします。 1 週間というのがたぶんみそなんですか
ね。非日常のようなイベントの部分もあるし、日常の
部分も入るというんでしょうか、その絶妙なところ
なのかなと、今の雰囲気を拝見させていただいて思
いました。途中、雪浦ウィークの趣旨のお話がありま
したが、おそらくそれはウィークの目標というだけ
ではなく、もしかしたら雪浦の皆さんのそこに暮ら

す哲学というか、思いを示しているのかなと私はお
見受けしました。この後、お伺いするのを楽しみにし
ております。
　どうも皆さん、ありがとうございました。
　それでは、最後の事例報告になります。続きまして
は、熊本県水俣市からお越しいただきました「寄ろ会
みなまた」の代表の下田さん、副代表の桑畑さん、事
務局の川端さんからご報告をいただきます。「いっ
ちょ寄ろうかい！」ですね。そこにあるものを活かし
たまちづくりということでお話をいただきます。で
は、お願いします。

熊本県水俣市｜寄ろ会みなまた

いっちょ寄ろうかい！
～そこにあるものを活かしたまちづくり～

世話人代表　下田　国義　　世話人副代表　桑畑　好継
　事務局　川端　康平

 〈川端〉  皆さん、こんにちは。寄ろ会みなまた事務局
担当の川端と申します。本日は寄ろ会みなまたの取
り組みについて、世話人代表の下田と副代表の桑畑
とで説明させていただきますので、よろしくお願い
いたします。
　本日は、寄ろ会みなまたはどんな組織で、どんなこ
とをやっているのか、次に、寄ろ会みなまたの活動の
特徴について、 3 つ目に平成17年度から取り組んで
いる「菜の花のまちづくり」について説明をいたしま
す。
　環境創造みなまた推進事業の取り組みのひとつと
して、平成 3 年 3 月に、水俣市内の地区全体集会を開
催いたしました。この事業は、地域住民みずから足元
を見つめ直す機会になり、地域住民の関心が高まり
ました。水俣病の発生以降、壊された地域のつながり
をもう一度つくり直していくため、寄ろ会みなまた
が平成 3 年 7 月に発足しました。なぜ「寄ろ会」かと
言いますと、寄り合い、話し合い、行動するため、

「いっちょ寄ろうかい！」という掛け声が、そのまま
組織名「寄ろ会みなまた」になりました。
　水俣市には26の行政区があり、行政区をもとに、
1 区から22区、23区から26区をまとめてひとつの区
として、全部で23区の「地区寄ろ会」があり、その集合
体が「寄ろ会みなまた」となっています。事務局は教
育委員会の生涯学習課にあります。
　活動の特徴をご説明します。自分たちの地域づく
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りは自分たちの手で行う住民参加型のまちづくりを
行っています。ないものねだりから、あるものさがし
へと転換し、地域の資源を活かしたまちづくりを考
えて活動しています。また、水俣市が推進している環
境に配慮した地域づくりに取り組んでいます。
　それでは、どんな活動を行っているのか、簡単にご
説明します。地区寄ろ会では、各地区でさまざまな活
動が行われていますが、一部を紹介いたします。左の
写真は、 4 区の伝統文化継承の取り組みです。市の
中心部、丸島町というところにある祇園神社で毎年
7 月に行われている「祇園さん祭り」のだんごづくり
です。このだんごは 9 月の水俣病犠牲者の慰霊のお
祭り、「火のまつり」でも振る舞われています。
　次に、こちら右の写真ですが、16区の景観づくり・
観光資源づくりで、山あいの茂川という地区にある
鍋滝を活用した取り組みです。この鍋滝は、山の中に
あって道もなく幻の滝と言われていました。そこで、
寄ろ会を中心とした16区の方々が、地域の観光資源
として、自分の手で滝まで行ける遊歩道を整備した
ことで、誰でも鍋滝へ行けるようになりました。毎年
秋には鍋滝ウォークラリーと言って、鍋滝周辺を散
策しながら空き缶拾い等の環境美化を行うイベント
を行っています。
　次に、こちら右下の写真ですが、19区の伝統文化
の継承の取り組み、塩づくりです。ここは塩浜町とい
う地名で、その名のとおり、昔、塩田が広がっていま
した。そのことに着目し、伝統の塩づくりを復活させ
ました。水俣湾の海水をくみ、それを釜で煮詰めてつ
くっています。その塩は袋詰めをされ、水俣の夏祭り

「恋龍祭」や「火のまつり」で振る舞われています。
　そのほか、ＥＭ菌を利用した家庭排水の浄化の取
り組み、クリスマスイルミネーションの整備等、それ
ぞれ地区で特色ある活動を行っております。

　次に、地区寄ろ会の集合体である、寄ろ会みなまた
の活動について説明いたします。平成 3 年の発足時
に、地区ごとに、自然、文化、歴史、伝統工芸等の有
形・無形の資源を再発見し、それを集約した地域資
源マップを作成しました。平成 4 年、水俣市は源流か
ら河口まで完結する水俣川流域の町であるという特
性を考え、自分たちがふだん口にする水はどこから
来てどこに行くのだろうというテーマをもとに、飲
料水、農業用水、生活排水等、水の行方を地区ごとに
調査し、水の経路図をつくりました。
　それから、平成 8 年に、身近に存在する地域の学者
や踊り、スポーツの名人の方々を取材して、その知恵
や経験、技術を地域の活性化に活かすため、地域人材
マップ「みなまたの知恵袋」を作成しました。平成14
年には「みなまたの知恵袋」に、水俣の名勝や文化史
跡、郷土芸能など水俣遺産もあわせて掲載した地域
人材マップ集「水俣のお宝大辞典」を作成いたしまし
た。学校がこの本に載っている方々に講師を依頼す
るなど、総合的な学習の授業などで活用しています。
　では、菜の花を利用した取り組みについて、どのよ
うなことをしているのか、ここからは「寄ろ会みなま
た」の世話人代表である下田さんに説明していただ
きます。

 〈下田〉  皆さん、こんにちは。たいへんお忙しいとこ
ろ、お集まりいただきましてありがとうございます。
　それでは、私たちの寄ろ会がどういう仕事をして
いるのか、そこあたりを説明させていただきたいと
思いますので、よろしくお願いします。
　菜の花による循環型農業の取り組みには 6 つほど
目的があるかと思います。菜の花を植えるためには
苗をつくる。苗をつくると、花を咲かせたいと思いま
す。菜の花を咲かせますと新芽が出ます。その新芽を
学校給食の中に取り入れてもらって子供に食べても
らいます。なぜ新芽を摘むかというと、新芽を摘むこ
とによって、俺が太うならないかんということで脇
芽が出てくるからで、その脇芽を増やすために新芽
を摘むんです。新芽を摘んだ後、菜種が大きくなりま
すので、種を取らないといけない。種を取ると今度は
それを搾らないといけない。搾った後、揚げ物などに
用いて食べますが、それによって廃油が出てきます。
その廃油をどうするか。その廃油でろうそくをつ
くっています。これは 9 月の第 3 土曜日、先ほどあり
ました「火のまつり」に使わせてもらっています。で
は、使った後のかすをどうするか。畑に還元します。
そして、学校の花壇やプランターなんかに使わせて
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もらっています。だいたい、 6 つほどあります。そう
いうことが菜の花事業の循環型の取り組みになるか
と思います。
　これは菜の花を植えている風景です。菜の花には
いろいろあるかと思います。私たちが使っているの
は「ななしきぶ」という品種です。これは私が地域づ
くり団体で滋賀県の愛東町に行ったときに栽培され
ていた品種です。エルシン酸がないので学校給食に
使ってもいいということでしたから、これを給食に
使っております。
　それでは、これは、子供が菜の花を植えているとこ
ろです。こうして準備をして子供と一緒につくって
います。
　これは、土寄せです。土寄せをすることによって大
きくなります。学校の校庭に畑が 2 畝ほどあります
から、そこを利用して、学校の生徒と一緒につくって
います。一年中鑑賞できます。左のところが新芽を摘
んだところです。これは学校の生徒が摘んでくれて
いるところで、これを持って帰って、給食にしても
らっています。
　これが風景です。こうやって一年中咲きます。
　今度は刈り取りをするところです。刈り取りでは、
作業手順を教えて、けがのないようにしています。菜
種を刈るときは、株から30センチメートルぐらいの
高さにしておきます。なぜそうするのかというと、風
が下を通りますから乾燥が早くなります。株の上に
ぴたっと置くと下から夜露が上がって乾燥がしにく
く、雨が降ったりするとそれから芽が出てきますの
で、株の上に置くように子供に指導しているところ
です。
　これは落としたところです。落として拾って、分別
をします。楽しみながら、わいわいがやがや言いなが
ら子供が足踏み機で脱穀しているところです。

　これは、菜種を搾ったものを学校給食に贈呈して
いるところです。かすは学校の花壇とかに使っても
らっております。
　年に 3 回ほど、学校で自分たちがつくった菜種か
らどうやって油を搾るか、その体験をしているとこ
ろです。
　ご覧ください、子供のこの笑顔。目を輝かせ、こん
な小さいものからこんなに油が出るんですかと。田
舎のほうにある袋中学校に行ったときには、42名の
生徒のうち、菜種を知っている人が 3 名しかおりま
せんでした。これだけ子供が菜種に携わっていない
ということです。ゴマやトウモロコシなど 5 つほど
を持っていったんですが、その中から菜種が当てら
れたのはたった 3 人でした。それだけ物にさわって
ないんだなと私たちは考えました。どうやって今後、
そういうことを水俣の子供たちに教えていくか。菜
種からこういう油が出ますよということを知るため
には、学校の体験の中で子供に教えていくのがいい
かなと思いましたので、今はこれをやっております。
　これが、ろうそくをつくっているところです。給食
センターで使った後の廃油を回収して、ろうそくを
つくって、これを「火のまつり」に使わせてもらって
おります。この「火のまつり」に、自分がつくったろう
そくに火がついただろうかと、一生懸命になって参
加してくれます。今年は550名ほど参加していただき
まして、いい祈りができたと思います。
　あとのいろいろな苦労話などについては、副代表
の桑畑さんにお話をしていただきたいと思いますの
で、よろしくお願いします。

 〈桑畑〉  こんにちは。次に、苦労の話に移っていきます。
　菜種をつくる前の段階で、私たちは畑を借りにい
きました。最初に借りた畑は約20アールです。新幹線
工事で出た廃土でかさ上げした田んぼであって、カ
ンネカズラと草と石ころの原野になっておりまし
た。これが 1 番目に苦労した畑です。
　 2 番目は、水俣川の河川工事で出る廃土を田んぼ
に入れてかさ上げした約20アールです。こちらも放
置されておりますので、セイタカアワダチソウの私
よりも大きいのが林のようにいっぱい育っておった
んです。そういうのを刈り取って畑にするんですけ
れども、こちらのほうは小さな石ころ、大きな石こ
ろ、いっぱい石が出てきまして、まるで畑ではなくて
川の土でした。
　 3 番目は、年をとってもう作業ができんという人
から20アールぐらいの畑を借りました。 3 枚の田ん
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ぼが段々畑になっておりまして、こちらのほうは、カ
ンネカズラがいっぱいありまして、背の高い草も
いっぱいありました。そこは横が森になっていて、森
からマダケが入り込んできて、もう既に育っている
んです。タケノコじゃないんです。竹になっているん
です。その竹を切ったり、根っこを掘り出したりしな
がら畑にしましたけれども、今でもタケノコが生え
てきて困っています。
　苦労話の次は、少し悲しい話なんですけれども、私
たちの作業はだいたい農作業に詳しい人を先頭にし
て作業をしていますが、最年長の85歳になられる世
話人が亡くなりまして、そしたら私が 2 番目で80歳
で、年長者になってしまいました。惜しい人を亡くし
たなということで、今たいへん痛手に感じていると
ころです。
　 4 番目は、うれしい話をしたいと思います。私たち
が小学校の 5 年生と一緒になって菜種の花芽を摘む
のがだいたい 3 月ごろですけれども、その摘んだ花
芽を寄せておいて、給食センターの職員さんも一緒
に作業してもらっています。給食センターでそれを
調理してもらって食事をするんです。そして、学校の
教室で、子供たちと一緒に給食を食べるんですけれ
ども、そのときに、同じ教室の私のテーブルに座って
いる子供が、おじいちゃんのにおいがすると言うん
ですよ。そのときは、とってもうれしい思いがしま
す。一家団らんのほのぼのとした幸せを味わってお
ります。
　これが、一応の流れの中ですけれども、最後に、こ
れは私たちの会員有志たちの集合写真です。皆さん
が仕事を持っているものですから、だいたい土曜日
と日曜日、そのときに集まれる人たちが集まって作
業しています。大勢の皆さんの大きなボランティア
精神で、私たちの寄ろ会を支えてもらっております。
　以上であります。どうもありがとうございました。

 〈図司〉  3 人の皆さん、どうもありがとうございま
した。
　水俣は、地元学の動きを下地に地域づくりを積み
重ねてきたということは結構有名なんですけれど
も、今回の寄ろ会の話は、それぞれの地区の共通の課
題というんでしょうか、耕作放棄地に対してどうい
うふうにアプローチをかけていくのかというところ
が垣間見えたかなと私なりに伺いました。あとは、少
し広域でかかわることによって人も集まってくる
し、子供たちもそうでしょうし、たぶん菜種の取れる
量も増えるということで、おそらく地域での活動を

広げていく、つないでいく上でのひとつのアプロー
チの形を示していただけたのではないかと思いました。
　どうも、水俣の 3 人の皆さん、ありがとうございま
した。
　以上、報告をいただきました。ここで、舞台転換を
したいと思いますので、しばらくお待ちいただけれ
ばと思います。

― 舞台転換 ―

 〈図司〉  それでは、再開したいと思います。
　 5 つの団体の皆さん、ご報告どうもありがとうご
ざいました。
　意見交換の時間が、実はあまりとれません。ですの
で、舌足らずな進行になるかもしれませんが、限られ
た時間で少し掘り下げてみたいと思います。
　昨日のシンポジウムの最後に「スイッチオン」で話
が終わりましたので、アプローチとしても、まずは

「スイッチ」の話でいきたいと思います。現場の皆さ
ん、先ほどそういう部分のお話もいただいたと思う
んですけれども、どこに、どういうタイミングでス
イッチが入るのか、それぞれの取り組みの中でタイ
ミングがあったと思うんですね。そのお話をいただ
こうと思います。
　今回、 5 つの団体にお話をいただきましたけれど
も、共通項が幾つかあったのかなと私なりに解釈を
しております。入り口としての交流、そこから移住あ
るいは定住へという大きな流れが、どの団体にも垣
間見えたと思います。しかし、「てほへ」さんの場合
は、どちらかというと、移住、定住が先で、今、交流に
展開していて、順番が逆なところがユニークなとこ
ろだと思いますし、「寄ろ会みなまた」さんの話でい
けば、交流の部分のつなぎ方が、まずは地域の中での
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交流あるいは世代間の交流というところで深みを
もって取り組まれている、というところでも重なり
合ってくるのかなと思いました。期せずして、分科会
の 5 つの団体にそういうひとつの流れを描けるとす
ると、その中でのスイッチについて、先ほどお話いた
だけなかったところに少し力点を置いてお話いただ
きたいと思います。
　それでは、てほへの大脇さん、取り組みのいろんな
いきさつのお話をいただきましたけれども、こうい
う地域づくりのＮＰＯが立ち上がる、そのスイッチ
はどこら辺にどういうタイミングで入ったのか、改
めてお話をいただけますか。

 〈大脇〉  和太鼓集団として存在していて、最初から
それで稼げないと自分たちのプロの活動ができない
ということで、当時からいるメンバーは最初からス
イッチオンの状態で奥三河に入ったんですね。
　それで、こういうＮＰＯを立ち上げて、本当に自分
たちの活動を地域に返していこうと思い立ったの
は、メンバーに家族ができて、子供が生まれて、和太
鼓打ちとしてではなくて、地域住民として地域に
入っていったときぐらいですかね。そして、祭りで
育っていく子供たちが大人になる。まちで仕事をし
ながら祭りのときだけ来る方も多いんですけれど
も、ここに仕事がありさえすれば皆ここに住めるの
にな、住みたいと思っていないかということを感じ
たころから我々のスイッチが入って、それを、友つな
がりで知り合った地元のお父さん、お母さんなどの
同世代の方たちにもスイッチオンしてもらえるよう
に、一緒にいろいろやっていこうとしています。

 〈図司〉  そうすると、志多らの皆さんは、常によそか
ら入ってくるという意味では、全開で入っていって、

むしろ子供さんができたり、家族ができて、地域の皆
さんにむしろスイッチが入ってきた、外から入って
きたメンバーと一緒に何かやろうとか、やれるので
はないかというスイッチが入ってきた、そんな順番
になるんですかね。

 〈大脇〉  そうですね。実際、私たち、今、太鼓のメン
バーが18名います。全員Ｉターンです。ほとんどのメ
ンバーが住民票を移しているんですけれども、当時、
うちの太鼓の代表のほうがいろんなお祭りのシンポ
ジウムとかいろんなところに出たときに、よそ者が
お祭りにかかわって祭りが変わってしまうのではな
いかということを言われたんです。女性で子供もい
るのですけれども。私たちは、たぶん、一生、Ｉターン
者だということを持ち続けていかなければいけない
んですけれども、我々の次の世代、子供たちは東栄町
生まれで、純粋な地元民として祭りにかかわってい
るんです。そういう流れの中で、僕たちの太鼓の活動
も含め、ＮＰＯの活動も含め、子供たちや街場にいる
若い人たちを呼び込む、帰って来てもらえるいろん
な活動ができるといいかと思っています。

 〈図司〉  ありがとうございました。
　続いて、グリーンバレー大南さんですね。先ほど、
展開をわかりやすくお話をいただきました。たぶん
いろんなところでスイッチの入るタイミングがあっ
たのかと思いますが、改めてお話いただくとどんな
感じになりますか。

 〈大南〉  僕自身も経験があるんですけれども、例え
ば神山の子供たちが高等学校に出るときには徳島市
内に出ていくわけです。そして、下宿をする。私も昭
和44年に下宿をしたその日に、下宿の隣のおばちゃ
んから、「あんた、どっから来たんえ？」と尋ねられ
て、「神山から来ました」と多少胸を張って答えると、
返ってきた言葉が「山やな」と。「山」としか言っても
らえないわけです。結局、自分と同じ体験をこれから
もずっと後の世代も繰り返すんだろうなと。自分た
ちが住んでいる神山というのはひとつの世界と考え
ているけれども、よそから見れば徳島市内の南西に
連なっている山のひとつにしか見えていない。だか
ら、そうした場所をもう少し、例えばオープンで先
端、先進、あるいは洗練された場所にしたいなという
共通認識が、商工会の青年部で活動していた連中に
もあったわけです。
　そうしたときに、結局、1997年が大きな節目にな
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りました。県から国際文化村を神山町につくるとい
う話が出て、それが新聞発表されたときに、これから
10年後、20年後を考えれば、県がつくるような施設
であっても、住民自身が管理運営するような時代が
来るだろう。そのときに単に与えられたものだった
らうまく運営できるはずがない。だから、住民が望む
国際文化村というのはこういうものですと逆に県に
提案していこう、という動きを始めたわけです。今ま
ではいろんなイベントをやれば、その向こう側に何
かが見えてくるという発想で動いていたんだけれど
も、その時点になって初めて、視点を未来に置き、将
来こういう時代が来るだろうから、そこから逆算を
して今何をやっておかないといけないのかを考えよ
うということで、視点が180度変わりました。その時
点が、たぶん、グリーンバレーにスイッチが入った瞬
間ではないかと思います。

 〈図司〉  とすると、ある意味、県からの提案という
か、そのチャンスを、ただ漠然と受けとめるのではな
くて、さらにもう一歩踏み込むということができた
わけですか。

 〈大南〉  はい。

 〈図司〉  先ほどの神山と言っても「山」としか呼んで
もらえないという共通認識については、何となく皆
さんがそういう話を地元でされていたんですかね。

 〈大南〉  そうです。そのような中で、もう少しわくわ
くするような場所をつくりたいよねという、漠然と
した思いがありました。いろんなことをやり始める
わけです。例えば、先進地の事例を引っ張ってきて、
これを自分たちの町でやればうまくいくのではない
かと思ってつまみ食いをします。でも、 3 年、 4 年
たってもあんまり変化がない。そこで、合わないもの
を引っ張ってきたんだと考え、もう一回勉強して、よ
そから別の先進地事例を引っ張ってきて、これをう
ちの町でやろうということで 3 年、4 年やってみる。
また続かない。こうした失敗を繰り返すうちに、やが
て元気だった若者たちも歳をとってきて、俺たちの
時代はだめだった、後の世代は頑張ってくれよと
言って引退するというのが、日本の過疎地での地域
づくりの動きではないかという気がします。

 〈図司〉  でも、少なくとも、そういう試行錯誤がまず
あって、チャンスをつかんだということですね。あり

がとうございます。勇気づけられる話だったかと思
います。
　続いて、奥矢作の大島さんですね。先ほど活動の原
点は災害だったというお話がありましたが、いきな
りそこでスイッチがぐっと入るものなのか、それと
も何かしらもう少し地域のほうで動きがあったの
か、その辺のお話を含めて、どうですか、スイッチの
入り具合というのは。

 〈大島〉  災害が最初のスイッチなんですけれども、
本当のスイッチは、私どもが 5 年ほど前に空き家調
査を行ったときです。空き家調査と意向調査を行っ
たわけなんですけれども、このときにだいたい地域
の13％が空き家だったわけですね。何とかこれを地
域の資源にしていこうということで、リフォーム塾
を始めたわけです。このリフォーム塾のシステムは、
私たちの恵那市に住んでみたいという方たちに、ま
ずハード面だけリフォームする、改修するハードの
お金だけ出していただいて、あとのソフト面につい
ては私どもボランティアと塾生によって家を改修し
て住んでいただくというシステムなんです。このシ
ステムを使いますと、移住してこられる方は非常に
安い金額で家が完成して、恵那の串原に住んでいた
だくことができます。
　それと、また、私どもの地域は、昔からよそ者とい
う意識がほとんどない地域なんですね。それで、皆さ
んに来ていただいても、すぐ地域の皆さんと一緒に
なってやっていただけるということで、「みんなでや
ろまいか！」というのがキャッチフレーズなんです。
　それで、一番最初の「結の炭家」という、先ほどスラ
イドに出ておりましたものをつくったわけなんです
が、このとき、150年経っていて、なおかつ30年ほど
放置してあった古民家を直すということになりまし
た。畳の上に乗ったらすとんすとんと足が落ちてし
まうような状態だったわけです。地域の皆さんに、

「おまえたち、あんな家は諦めろよ。絶対に途中でや
めるのではないか」ということを言われました。で
も、やめろと言われるとやりたいのが我々で、そこで
スイッチオンなんです。
　そんな形で、現在まで 1 年に 2 軒から 3 軒をリ
フォームいたしまして、毎年新しい人に入ってきて
いただいて、地域の住民と一緒になって地域をつ
くっていくという形でやっております。

 〈図司〉  今、お話を伺っていると、リフォーム塾でか
かわる家というのは、もちろん移住される個人の方
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のお宅ではあるとは思うんですけれども、かかわっ
ていることによって、みんなの家という意識が生ま
れてきて、それが地域の次の展開につながっている
ような印象を受けたんですが、そんな感じだったり
するんですかね。

 〈大島〉  そうですね。来ていただいた方は、もう皆さ
ん串原の人、恵那市の人ですので、即、地域の自治会
に入っていただいて一緒に活動しております。年寄
りの皆さん方の応援なんかにも行っていただいてお
りまして、地域のアイドル的なおじいちゃんもい
らっしゃいます。入ってきていただいた方に地域を
支えてもらえるということで、たいへんありがたく
思っています。

 〈図司〉  ありがとうございます。移住定住の政策を
打つときにいろいろと苦心されていると思います
が、アプローチのところで工夫をするというひとつ
の例ではないかと思います。
　続いて、雪浦ウィークの渡辺さんですね。先ほど、
立ち上げについてもちょっとお話いただきましたけ
れども、一見すると同じようなイベントに見えると
ころが、先ほどのようにチラシがバージョンアップ
していったり、違うキャッチフレーズというんで
しょうか、テーマを掲げていくということで、何かし
ら違いを出しながら続いてきている。そのスイッチ
の入り方のところと、それを続けていくという 2 つ
の点について、渡辺さんから少しお話しいただけま
すか。

 〈渡辺〉  まず、私は地元雪浦で生まれはしたんです
けれども、育ったのは長崎市内なんです。私、青年海
外協力隊のＯＢでして、協力隊から帰って来て、自分
の雪浦の祖母の家に来たことがあります。大瀬戸町
なんですけれども、大瀬戸町をそのときに調べてみ
ると、当時100人ぐらい高校生が卒業していて、その
数だけ過疎化が進んでいました。それを見て、協力隊
で途上国のためにとか偉そうに言いながら、自分の
ふるさとはどうなってるんだと、がーんと私、自分が
まずスイッチオンになったんです。そして、30歳の
ときに雪浦で何かやろうと戻って来ました。
　それから12年目にこのイベントを立ち上げるんで
すけれども、イベントを立ち上げる前の年に、長崎市
出身の同じ協力隊のＯＢで、愛知県の瀬戸で陶芸の
修業をしていたのがいたので、彼にも、おまえ、雪浦
で一緒にやらないか、帰って来いと声をかけました。

そしたら、よし、帰って来る、雪浦で一緒にやろうと。
そして彼が帰って来まして、窯開きのイベントを一
緒にやるんです。何かやれば雪浦にも人が来てくれ
るというので、だんだん手応えが出てきて、先ほどの
絵描きのタナカタケシさんも一緒に仲間に入っても
らって、イベントを仕掛けました。
　そうしながら、地元の先ほどの川添さんだとかと
いろいろ話をしながら、何かやりたいよね、これだけ
人が来ているのに何かやりたいよねということで、

「やろう」って言ってスイッチがぽんと入ったとい
うことなんです。

 〈図司〉  渡辺さんのような、地元出身で一回外を見
て、また地元を振り返るような人たちの思いが一番
ベースになって、それが少しずつ広がっていったと
いう理解でよろしいですか。

 〈渡辺〉  はい。

 〈図司〉  先ほどのお話であった半よそ者というの
は、今のような人を指しているんですか。

 〈渡辺〉  そうです。よそから移住してくる人たちと、
地元の川添さんたちとのちょうど真ん中ぐらいに緩
衝材的に私のような人間がいるのかなという。

 〈図司〉  ありがとうございます。今の渡辺さんのお
話は、地元から外に輩出している人たちがたくさん
いて、そういう人たちが渡辺さんのような存在に気
づけば、何かしらのアクションを起こしてくれる、そ
の可能性はゼロじゃないよという話になるんですか
ね。

 〈渡辺〉  はい。

 〈図司〉  ありがとうございます。
　続いて、寄ろ会みなまたの下田さんですね。水俣も
着々といろんな動きをとっていますけれども、今回
の菜の花の話なども含めて、スイッチが入るタイミ
ングというのはどんな感じだったんですか。

 〈下田〉  菜の花については平成17年から取り組んで
きたんですが、このとき地域を見てみますと原野が
多いわけです。放置された土地がたくさんあります。
この放置された土地をこのままにしておいていいん
だろうか、何とかしないといけないという気持ちが
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あったんです。
　私が滋賀県での地域づくり団体の大会に参加し
て、滋賀県の愛東町に行ったときに、ちょうど休耕田
に菜の花を一生懸命植えつけされていたんです。そ
れは、農協が主体となって老人会に委託して、老人会
が菜の花をつくる。それを回収して油を搾る。その
後、石油の高騰があって、農協あたりが、トラクター
なんかに使っている油をつくりたいということで、
そういう作業をされるところを見たんです。これは
と思って、それを持ち帰って役員会に諮

は か

りました。そ
こでは、水俣の荒れている土地をどうにかしないと
いけないんじゃないかという話をしたんですが、そ
んなに簡単にいくかいという反対がありました。し
かし、何かしないと、今のままでは資源が放置されて
しまうぞというふうなことから、やろうかというこ
とになりまして、それから先ほどの苦労話の中にも
ありましたように、放置されたものを借りて、それを
1 反から 2 反、 2 反から 3 反、それから 4 反、 5 反
と広げていきました。そこが、だいたいスイッチが
入ったところじゃなかったかと思います。
　それをすることによって子供とのつき合い、そし
て地域とのつき合いが生まれて、そうこうするうち
に給食センターの人とのつき合いも始まりました。
そういうふうに人が人を呼ぶようになりまして、お
互いに集まってそういうことができてきたと思いま
す。
　昔は、先ほどもありましたように、人が住んでいる
ところは、ほとんどが川沿いでした。川にはよどみと
いうのがありまして、そのよどみの中で茶わんを
洗ったり、鍋を洗ったりすることによって交流が生
まれたと思います。そういうことが水の系脈図の中
に出ておりましたものですから、今度は、ものをつく
ることによって交流ができんかということもあった

と思います。
　今、それがだいたい軌道に乗ってきたものですか
ら、第 2 番目に、今、私は「食と農と暮らしを考える円
卓会議」のメンバーとして仕事をしているのですが、
先ほど言いましたように、たくさんの休耕地や放置
された畑があって、何とかしてそれを解消しようと
しています。
　水俣に何も特産がないわけですね。その特産を何
とかしてつくろうということで、芋焼酎をつくって
みようかということになりまして、今年、畑を20アー
ルほど借りて、黄

こ

金
が ね

千
せ ん

貫
が ん

というサツマイモを 2 トン、
米を480キログラムほどつくりました。それらを使っ
て、私たちの水俣にはそういう酒造会社がないもの
ですから、隣の鹿児島の阿久根市の大石酒造さんに
水俣の特産としての芋焼酎づくりをお願いしました
ところ快諾いただきました。米も芋も水俣産で、水も
水俣にしたかったんですけれども、これは輸送がポ
リ容器では問題があるということで、大石酒造さん
の井戸水を使わせてもらって製造しまして、今年は
2,000本できました。その2,000本が 2 か月もかからず
に売れました。
　これでいいんだろうかということになりまして、
今年は4,000本つくる予定です。実行委員会の中で 2
反、地域にお願いをして手を挙げた 2 地域で 1 反ず
つ、サツマイモを計 4 反ほどでつくっております。こ
れで今年は4,000本をつくって、来年は6,000本にする
予定です。そうすることによって 6 反の耕作放棄地
が解消され、サツマイモで水俣特産の芋焼酎ができ
るのではなかろうかと思います。それが今後の第 2
のスイッチです。
　そういうことで、皆さん、「水俣あかり」という名前
でございますので、水俣あかりが全国に広まったと
きには、ぜひお召し上がりください。水俣にはこんな
いい焼酎があるんだ、みんなで飲んでみようかと声
をかけていただいて飲んでいただいて、一家団らん
でわいわいがやがや楽しんでいただければいいかと
思います。焼酎は毒にもなることもありますよ。（笑）
でも、これを毒にせずに、喜ぶ方向に持っていってい
ただければと思いますので、ぜひよろしくお願いし
ます。
　以上です。

 〈図司〉  はい、ありがとうございます。
　下田さんには今後の抱負も含めてお話をいただき
ました。時間が残りわずかになっていますので、最後
にほかの 4 人の皆さんにも、今回こういう受賞を受
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けて、これからの活動に向けての抱負なり、もし課題
があれば、こういうことに立ち向かって頑張りたい
と思われていることを一言ずついただいて、この場
を閉めたいと思います。
　逆でいきましょうか。渡辺さんからお願いできま
すか。

 〈渡辺〉  大臣賞は全然レベルが違うな、次は、うちも
大臣賞を目指して頑張ろうと思いました。その事例
を見せていただいて次のステップのヒントを今回い
ただいたので、何となくもやもやしていたのが、次は
こうすればいいかというのが見えてきたように感じ
ます。

 〈図司〉  ありがとうございます。この後、また、現場
のほうへお伺いいたしますので、ぜひよろしくお願
いします。
　大島さん、お願いします。

 〈大島〉  私どもも地域のためにやっていて、こうい
う賞をいただいたということで、大変な励みになる
かと思います。今、毎年毎年私どもの地域にお住まい
になる、住みたいという方たちがどんどん増えてお
りますので、これからは、その事業を継続すると同時
に、全国的に人口減少というのは避けられないとい
うことで、私どもの地域は、人口増というより、空き
家ゼロを目標にやっていこうかなということで、こ
れからは空き家ゼロを目標にやりたいと思います。

 〈図司〉  それでは、大南さんお願いします。

 〈大南〉  過疎の問題を考えるときに、現在は全国の
中でも、四国の山間部や秋田県なんかで過疎や高齢

化が一番進んでいますよね。でも、これは10年後、20
年後の日本の都市周辺の姿でもあります。20年後、
30年後の欧米の姿、40年後、50年後のアジア新興国
の姿だということです。
　つまり高齢化問題は、そういう世界的な課題にな
ると思います。
　だから、この過疎の問題をつらいよねって捉える
のか、あるいは、そこに未来が見えるという形で捉え
るのかで全く対策が違ってくるのではないかと思い
ます。もし、そこに未来が見えているのだったら、そ
の一番現場に近いところで我々は活動しているわけ
で、そこで生まれるモデルは、今までは日本モデルで
したけれども、これからは世界モデルになる可能性
があると思います。これから40年後、50年後、高齢化
に対する、過疎に対するモデルみたいなもの、それを
克服するノウハウが、もしかしたら将来の日本の主
たる輸出品になる可能性があるような気が私はして
います。
　今日お集まりの皆さん方と一緒に、そういうこと
を夢見ながら、過疎をもう少しゆったりと明るく捉
えて、そして未来を切り開く方向がつくれないかと
思っています。

 〈図司〉  ありがとうございます。
　最後、大脇さん、お願いします。

 〈大脇〉  私たちは文化を軸に活動しています。そう
いう意味では、今受け継がれている11か所の花祭り
を10年後、20年後にもちゃんと残せるようないろん
な活動をしていきたいなと思います。
　花祭りのファンの方は全国にいて、そういう方に
お手伝いいただいてイベントみたいな形にはできた
としても、そこに住む人がいないと本当の意味での
お祭りは守れないと思うんですね。地域との、暮らし
とのつながりが、こういう郷土芸能とか神事芸能に
はあるので、そういうところを大事にしながら、祭り
を守るという活動が地域の元気につながればいいと
思っています。
　我々の太鼓のチームは「志多ら」という名前なんで
すけれども、志を持った者がいっぱい集まる、そうい
う場所にしたいねというところから、今、太鼓打ち
じゃない志を持った者もどんどん集まっています。
地元の中の志を持った人たちにも出会って新しい作
用が生まれているかと思うので、そういう力を集結
していけるような活動をどんどん進めていきたいと
思います。
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　我々の演奏は全国を回っていますので、ぜひご覧
ください。奥三河ってどういうところだろうという
のを音楽に乗せてイメージしていただいて、それで
足を運んでいただけると非常にうれしいです。また、
これから花祭りのシーズンが始まります。日本のど
真ん中に奥三河はありますので、地図で見ていただ
いて遊びに来ていただけるとうれしいです。よろし
くお願いします。

 〈図司〉  はい、ありがとうございました。
　時間が過ぎました。これで閉じたいと思いますけ
れども、 5 つの団体の皆さんから志高く交流をする
ということの具体的な中身を語っていただけたので
はないかと思います。それぞれの地域に、きっかけ、
スイッチの入るタイミングがある。それは人から発
するものです。人が何かしらのアクションを起こす
ことによって前進するものだという、共通したお話
をいただけたのではないかと思います。
　何より、このような事例の分科会は、ここが入り口
で、後はそれぞれ現地に直接足を運んでいただいて、
じかにその場所に身を置いて、取り組みの奥深さを
知ることが一番大事だと思いますので、ぜひ、今回の
分科会を機会に、そういう交流が深まることを私も
楽しみにしまして、西海市の分科会をこれで閉じた
いと思います。
　駆け足になりましたけれども、 5 人の皆さんに、
改めて拍手をください。どうもありがとうございま
した。
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